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・前置詞during（「〜の間に」）は動詞dure（「続く、耐える」という行動を表す）からできた。
・歴史をみると、元はフランス語durer,	ラテン語durareという語に由来。
・動詞dureは1882年を最後に使われなくなり、現代英語には存在しない。

・他にconcerning,	regarding（前置詞about（「〜について」）と同じ意味）などがある。
→動詞らしさを失った前置詞「動詞派生前置詞（deverbal prepositions)」と呼ばれる。

英語を題材に、言語変化の研究をやっています！

言葉は、実は変化している！変化は、ゆっくりと進んでいく

上の (i)	(ii)	を調べるために、
(i) 通時的研究：その語が、歴史的にみてどのようにできあがったか？

→変化が起き始めたのはいつ頃か。いつ、前置詞になったのか。
(ii) 共時的研究：その語は、現代英語ではどうなっているのか？

2. 二つの研究アプローチ

3. 言語データ

・1990年代以降、コンピュータの発達により、電子データを大量に処理できるようになった。
・膨大なテキストデータは電子化され、コーパス (Corpus)	という形で公開されている。
→現代英語、古い時代の英語、書き言葉、話し言葉など、目的によりさまざま。
（例） COCA	(Corpus	of	Contemporary	American	English)：約5.2億語の現代アメリカ英語。

BNC	(British	National	Corpus)：約1億語の現代イギリス英語。
ARCHER	Corpus：1650年〜1990年の約200万語のイギリス・アメリカ英語。

・英語の歴史的辞書を、研究に用いることもある（例文が豊富）
（例）OED	(Oxford	English	Dictionary),	MED	(Middle	English	Dictionary)	など。

・研究 (i)	では、コーパスが大活躍！
・コーパスは、ジャンル（話し言葉、書き言葉、フィクション、雑誌、新聞など、例文がどんな種類
のテキストなのか）についての情報も収録！→研究 (ii)	でも大活躍。

・本研究で、やるべきこと＆解決すべきこと：

(i) 1つ1つの動詞派生前置詞ができあがったプロセス（歴史）は異なる。
(ii) 動詞派生前置詞のふるまい、特徴の違いは？（今、どうなっている？）

「語彙→文法」という現象を研究し、言語変化の一端を解明していく！

1. 研究の背景



【1】言語変化の研究としては：
(1)	動詞派生前置詞（未調査分）の記述研究
(2)	英語の歴史と、言語変化の関係を考察
→ノルマン征服直後（フランス語の言葉が流入）、中英語後期の前置詞の増加、などの影響は？

【2】言語変化の研究は、英語教育の役に立つ？
・大学生へのアンケート調査の結果「英語も生きているなんて、考えたことがなかった」
→学校では、現代英語のルールを教える。では、英語の歴史はヒントとなる？
cf.	polite [ai]	vs.	police [i:]（後者は、16世紀の大母音推移後、フランス語から借用）
・英語の学習参考書（学参）には、明治・大正期に書かれたものが残っている。
（例）現代英語では滅多に使われない「クジラ構文」(no	more…than…)	など
→他に現代英語で使われていないものがあれば、学参の記述を修正する必要性
（例）実際の現代英語ではdespiteが使われるが、日本人学習者はin	spite	ofを使う傾向がある。

※本研究は、科研費（特別研究員奨励費、研究課題番号:	15J00373）の助成を受けています。

7. 参考文献（別紙）

5. わかったこと

(i)	通時的研究
→OEDで、昔の英語を、調べてみよう！

・excluding,	preceding,	barringを調査。

（例）preceding/followingには、前置詞
before/afterのような違いがある？
→先行研究によると、followingは20世紀後半
に前置詞化。一方、precedingは20世紀までに
前置詞になっていない。
→コーパスで現代英語を見ると前置詞になり
つつある。将来、前置詞になる？

(ii)	共時的研究→英語ネイティブへのアンケート

20世紀、消滅したbatingはネイティブも知らない
動詞派生前置詞は、前置詞らしくない！

(i) 過去の英語を見ると、将来（これから）英語に起こりそうな変化が見えてくる。

(ii) 現代英語の中に、英語の歴史が見え隠れしている！
（動詞派生前置詞が書き言葉で使われやすい理由も、歴史を見ると…）

6. これから、やってみたいこと

4. これまでにやってきた研究（の一部）
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以下に基づきます。出典の頁数など詳細な情報が必要な方、質問・コメントなどあれば、
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